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〔午前 １１時２７分 開会〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    開会の宣告  

○16番（村田博英君） 

 それでは引き続き、議会改革特別委員会を開催いたします。 

 お疲れのところ大変ですが、これで最後ですので。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

２ 協議事項 （１） 議会改革特別委員会の今後について 

○16番（村田博英君） 

 一応、二つのテーマで進めてまいりまして、この間、終了ということになりましたので、次の

議会改革特別委員会につきまして、決めていただきたいと思います。 

 その前に、議長としての考え方を申し述べます。私としましては、議会改革につきまして、オ

ンラインを使って改革をしていきたいと思っております。 

 課題となっております若者の政治離れ、議会離れ、それから、これから始めていく高校生との

対話。それから、非常にコロナの関係もあったせいか、議会報告会への関心度が少なくなってい

る等々ございますので、オンラインを使って改革を進めていきたいと思っております。 

 議長としての考え方を述べました。これにつきまして、何かご質問はございますか。 

 太田議員。 

○12番（太田佳晴君） 

 オンラインを使って改革を進めるって、どういう意味なんですか。ちょっと、それが分からな

いものですから。オンラインを使って改革って、今、議長が。 

○16番（村田博英君） 

 オンラインを使うわけですが、あまり具体的には、もし継続ということになれば、次の正副委

員長の皆さんの考え方で決めていただくことになると思いますが。 

○12番（太田佳晴君） 

 要は、市が進めているＤＸの推進という、そういうこと。オンラインを使って。 

○16番（村田博英君） 

 ＤＸというのは非常に幅広いので、オンラインということですが。 

 植田委員。 

○10番（植田博巳君） 

 オンラインという一つの方法ですから、それをまとめているのがＤＸで、デジタルトランスフ

ォーメーションの中のＩＴ化の中の一つということなので、オンラインを使った議会改革という

のは、ちょっと。 

○16番（村田博英君） 
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 ＤＸというと、固定概念があるので、オンラインということの説明のほうがいいんじゃないか

と皆さんもおっしゃるので、そう言ったんですけど。 

 植田委員。 

○10番（植田博巳君） 

 議会のデジタル化の推進というか、議会におけるＩＴ化の推進についてということを、今度や

りたいよというお話でいいのかな、そうすると。 

○16番（村田博英君） 

 代弁していただいてありがとうございます。そういうことです。 

 大石委員。 

○14番（大石和央君） 

 前の議会運営委員長として、確認されたことを申し上げますと、ＤＸとかデジタル化に関して

は、議会としても取り上げていかなければならないということで、議運の中で確認をしています。

そうした意味で、今後、議運の中でこのような課題を協議していくというようなことで確認をさ

れているんじゃないかというように思います。 

 以上です。 

○16番（村田博英君） 

 そういうことでもありますし、私としては、先ほど述べたようなことで、議会改革特別委員会

にて、継続して委員会をやっていただけるようにと思っております。 

 これにつきまして、ご異議ございますか。 

 植田委員。 

○10番（植田博巳君） 

 今、大石委員がおっしゃったのは、議運の中でそういう話をしたので、議運の中で一回もんで

くださいというお話なのかなと思ったんですけど、どうですかね。 

 違うんですかね。合っていますか。今言ったことで。 

○14番（大石和央君） 

 そういう理解です。ですから、前議運のメンバーの皆さんは、そういう確認ということで承知

しているのではないかと思います。 

 あえて特別委員会で、このデジタル化、ＤＸを検討するということであれば、今回の議運の中

でどういうことでという、もう少し具体化をした上で、されたほうがより充実した特別委員会に

なるんじゃないかというふうに私は思います。 

 以上です。 

○16番（村田博英君） 

 濵﨑委員。 

○９番（濵﨑一輝君） 

 前回の議運のメンバーの中で、このＤＸ化についても話合いがされました。私も議運の中で、
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当時、コロナ禍ということがありまして、全国的に委員会などでオンライン会議などが行われて

いるというところがあるので、ぜひ、牧之原市議会でも検討していただきたいということであり

ましたけれども、なかなか時間もかかることですから、すぐにはできないということで、これは

検討事項ということで上がっておりまして、そういったことも考えて、今後、大規模災害だとか、

また同じような感染症が起きた場合に、委員会だとか議運だとか、そういった委員会、実際に国

会でもそういったものを取り上げられておりますし、全国の議会でもやっているものですから、

ぜひ牧之原市議会でもやっていただきたいというところで、事前に議長のほうから相談があった

ときにも、私はこれに関して提案させていただきましたし、ぜひこれは議会改革としてやってい

くべきだなと思っております。 

 あと、あわせて、前回の議会報告会の中でも出てきた意見として、石山委員のほうからも出ま

したけれども、オンラインで実際に報告会というのを、情報を流すのも一つの方法かなというの

があるものですから、そういったものを踏まえた中で、ぜひ議会の中での推進というものは上げ

ていくべきだなというふうに思っております。 

○16番（村田博英君） 

 石山委員。 

○１番（石山和生君） 

 一応確認なんですが、今、ＤＸの話はいいとして、それ以外も委員会の中でやるとなったらや

るんですよねという確認だけ。もちろんＤＸは、僕は特別改革でやっていってもらうのはいいこ

とだと思っているんですが、それ以外の部分もやるとなったらやるのかだけ、確認をさせてくだ

さい。 

○16番（村田博英君） 

 ちょっと整理をしますけど、今日の議題は、議会改革特別委員会を継続するかどうかというこ

とであります。議長としての考え方を述べさせてもらったということで、そこまでで終わりたい

と思いますので、議会改革特別委員会を続けることにご異議ございませんか。 

           〔「異議なし」と言う者あり〕 

○16番（村田博英君） 

 ということで、継続をするということにしたいと思います。 

 中身につきましては、今言ったように、検討していただきまして、これは委員会ですので、選

挙をしないといけないです。正副委員長を。それは近々にやった上で、中身についてもう一回精

査する、決めていただくと。これは全員でやっていただくということで、お願いしたいと思いま

す。 

 大石委員。 

○14番（大石和央君） 

 ＤＸを検討していくという、それは確認を取れたのでいいんですが、それでは、議運と特別委

員会で両方やるということになるんですか。どういうふうなことになるのかということで、その



－４－ 

辺りのところを整理をしていただきたいと思います。 

○16番（村田博英君） 

 どうですかね。今日の議題はそういうことでございますので、継続するということですが、議

運として中身について、もう一回精査するかどうかということだと思いますが。 

 議運でやってくださいということですが。 

 濵﨑委員。 

○９番（濵﨑一輝君） 

 前回の議会改革特別委員会に関しても、最初からテーマを決められている中でやっていくとな

ると、なかなかそれに抵抗を感じる方もいらっしゃるかなと思います。 

 実際に今回のＤＸの議会の中の推進という部分は、一つのテーマとしてはいいと思いますけれ

ども、さらにほかのテーマについては、全議員の皆様の意見を聞いた中で決めていくのが私はい

いのかなと思っております。 

○16番（村田博英君） 

 それは、議運でやるということですか。じゃなくて、特別委員会で。 

○９番（濵﨑一輝君） 

 議運ではなくて。議運で決めてしまうと、これで決めましたとなってしまうので、それだとま

たもめるもとになるものですから、やるという方向が決まったので、あとはテーマに関しては、

一つとか二つとかというのは、自由に皆さんで決めていったほうがいいのかなと。 

○14番（大石和央君） 

 今、濵﨑委員が言われたのはちょっと順番が違うので、そもそも議運でやりますということは

確認しているので、整理してくれればいいじゃないですか。こういうことでやっていくというこ

とくらいは議運で整理しない限り、特別委員会に持ってこられても、なかなか議論しづらいんじ

ゃないですかということで、まず議運で、どういう方向性も含めて議論してもらった上でという

ことで、そのほうが整理がつくんじゃないですかということです。 

○16番（村田博英君） 

 濵﨑委員。 

○９番（濵﨑一輝君） 

 そうすると、議運のメンバーだけで決めていくという形になりますけれども、それでいい。 

○16番（村田博英君） 

 石山委員。 

○１番（石山和生君） 

 素案を議運のほうでもんでもらって、それを議会改革に出してもらって、それを話し合えばい

いんじゃないかということですよね。それはそれでいいんじゃないでしょうかと、個人的には思

いましたが。 

○16番（村田博英君） 
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 いいですか、議運の委員長。 

 では、そういうことで進めるようにしましょう。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

３ その他   

○16番（村田博英君） 

 では、以上で議会改革特別委員会を終了いたします。ご苦労さまでした。 

〔午前 １１時３８分 閉会〕 


